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科学研究費補助金(B)(1)報告書

研究テ一々:力⊥ボンナノコイルの気相合成法の開発及び特性評価

研究期間:平成13～15年度

岐阜大学工学部､

元鳥栖ニ

1)研究の背景

①電磁波による健康障害､医琴機芳､航空/車宙/交通システムの誤動作などの電磁環境問題は､地球環境･エ

ネルギー問題と共に､21世紀最大の課題である｡種々の電藤波吸収材/システムが開発されているが､満足

できるものはない｡電磁波シールド(反射型)でなく電磁波吸収材(療に鎚z額域)の開発が渇望されて

いる｡

② 21世紀最大課題である地球環境/エネルギー問題の解決の中で､水素エネルギーの利用は､･環境にやさしい

究極のクリーシエネルギーとして注目されているが､これを安全に多量に貯蔵出来る水素吸蔵材料･シス

テムわ開発が緊急の課題となっている｡現在､水素吸蔵合金が実用化されているが､吸蔵量は2-2.5れ%と

少なく耐用寿命も小さいという問題があり､軽量で吸蔵量の大きな(少なくとも10wt%)水素吸蔵材の開発

が渇望されている｡

③ カーボンナノコイルは､mA類似の二重螺旋構造をしており馳領域の優れた電磁波吸収特性が､~またその

特異的微細構造から優れた水素吸蔵特性が期待できる｡

(2)研究目的

アセチレンの触掛割封ヒ熱分線;より､▼コイル径が数百～数ナノメーターのカーボンナノコイルを合成し､その

合成条件(特に大量合成のため条件)､モルフォセジー､成長機構などの検討を行うと共にJその電磁波吸収/水

素吸蔵などの特性評価を行う｡交付期間内に次の点を明らかにする｡

① カーボンナノコイルの合成条件:特に触媒の種類､■外部エネルギー場･(電磁場､静磁場､音波､プラズマ

場)照射効果､を明らかにする｡

② カーボンナノコイルの大量合成条件を検討するとともた､サンプルの大量合成を行う｡

③ カーボンナノコイルのモノレフオロジー､成長メカニズム､微細構造､電子構造などを明らかにする｡

鱒 カーボンナノコイルのGHz額域の電磁波吸収特牲;特にコイルピッチとコイ/巧蔭､~熱処理条件との相関関

▼･係､を明らかにする｡､

⑤ カーボンナノコイルの水素吸蔵特性;特に熱処理条件/微細構造/電子構造と水素吸蔵特性との相関関係､を

明らかにする｡


